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『第４回　メンデルスゾーンの足跡を辿る旅』に参加して
山　下　　　剛
2015年８月21日から28日まで、フェリックス・メンデルスゾーン・バ
ルトルディ基金日本支部が募集する『第４回メンデルスゾーンの足跡を辿
る旅』に参加した。同基金は、2008年の設立以来、毎年メンデルスゾーン
に関するテーマを掲げて年２回シンポジウムやレクチャー・コンサートを
行い、ほぼ２年に１度のペースでメンデルスゾーンの足跡を辿る研修ツア
ーを実施している。2015年のテーマは「メンデルスゾーンとスイス」であ
り、フェーリクスが生涯に４回訪れたスイスが彼の人生や音楽にとってど
のような意味を持っていたかを、実際にスイスにメンデルスゾーンの足跡
を辿りながら考えてみようというものであった。私自身もメンデルスゾー
ン姉弟（ファニーとフェーリクス）とスイスとの関わりに興味を覚え、
『メンデルスゾーン姉弟とスイス』という論考を発表したことがあり（本
論集 18号、45-63頁、2015年３月発行）、今回はその内容を検証し、さら
に認識を深める機会ともなった。今回も全行程にわたり日本支部理事長マ
ズーア偕子氏による入念な下調べに基づいたレクチャー付きであった。
８月 22日午前インターラーケンで、ハンス＝ギュンター・クライン氏
（前ベルリン国立図書館メンデルスゾーン文庫所長）とコルネーリア・テ
ィーアバッハ氏（ライプツィヒ・メンデルスゾーンハウス館長）による講
演があった。クライン氏は『「…どんな言葉も及ばないほど崇高で美しい」
メンデルスゾーン一家による1822年のスイス旅行《... ber jeden Ausdruck
erhaben und schn.》 Die Schweizer Reise der Familie Mendelssohn 1822』
（Wiesbaden 2012）の編纂者であり、主にフェーリクスの姉ファニーがベル
リンの親族に宛てた書簡を通してこの家族旅行の詳細が紹介され、またフ
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ェーリクスがこの旅行の際に描いたスケッチや水彩画について解説がなさ
れた。クライン氏によれば、最近発見されたファニー書簡の研究によって、
これまで詳細が不明だった1822年のスイス旅行の全貌とフェーリクスの行
動の軌跡が跡付けられたとのことであった。ファニー評伝をまとめたこと
がある私も感慨一入であった。ティーアバッハ氏からはスイス旅行中のフ
ェーリクスによるオルガン行脚について紹介がなされた。今回のツアーで
は、フェーリクスが実際に弾いたパイプオルガンを訪ね歩き、その音色に
触れることも、大きな目的の一つであった。講演後の昼食のテーブルでは、
フェーリクスの五女リーリの直系の孫であるトーマス・ヴァッハ氏からメ
ンデルスゾーン一族にまつわる興味深いお話の数々を聴くことができた。
とりわけナチス時代にユダヤ系である一家が味わった苦難の歴史には胸を
痛めた。４年前のツアーの際に子孫の一人から聴いた話では、一族のうち
ナチスの手を逃れた者たちは、現在では世界中に散らばっており、ファニ
ーやフェーリクスの祖父であるモーゼス・メンデルスゾーンの直系の子孫
だけでも500から600人はいると推測されるが、その出自を隠している者
も多く、互いに連絡が取れなくなっているとのことであった。今回ヴァッ
ハ氏の話を聴き、ユダヤ人差別が現在にまで影を落としていることに愕然
とする思いだった。
翌23日、インターラーケン近郊のリートにあるリーリの山荘シャレーで
フェーリクスのピアノ三重奏曲のコンサートがあった。プラハで結成され
たグァリネッリ・トリオによる素晴らしい演奏であった。アンコールで思
いがけずファニーのピアノ三重奏曲第二楽章が演奏され、これまで弟の陰
の存在であったファニーにも徐々に光が当たりつつあることを、現地で実
感することができた。
フェーリクスは少年時代にプロの風景画家レーゼルからスケッチや水彩
画の手ほどきを受けており、スイス旅行中も数多くの作品を残している。
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それらと実際の風景を見比べて、フェーリクスが製作時に実際に立った地
点を特定することも、今回の旅の楽しみの一つだった。フェーリクスは家
族旅行でスイスへやって来たときも、最愛の家族を宿に残して、単身で山
歩きすることを好んだという。彼は仕事に疲れ果てると、決まってスイス
を目指したのである。24日に我々もフェーリクスが実際に辿ったルートを
取ってファウルホルンを目指した。我々はインターラーケンから鉄道とロ
ープウェイを乗り継いでフュルストまで登り、そこからファウルホルンを
目指したが、フェーリクスは全行程を脚で登ったのである。驚くばかりの
健脚である。我々は時間の都合で途中のバッハアルプ湖からファウルホル
ンを遥かに仰ぎ見るだけで満足せざるを得なかった。フェーリクスはここ
でもスケッチを残している。それらの絵からは、雄大で崇高なまでに美し
いアルプスの山々を前にしたフェーリクスが、その感動を何とかして表現
したいと努力していたことを感じることができる。不思議なことに、フェ
ーリクスはスイス旅行中、目立った作曲活動をしていない。ただひたすら
自然と向き合ったのである。フェーリクスは人間の世界から一人離れ、
神々しい自然と一対一で対峙し、それをスケッチすることで、神や内面と
の深い対話を交わしていたのであろう。我々もそれを実感する思いだった。
1847年５月 14日の姉ファニーの死で憔悴しきったフェーリクスは、こ
の衝撃から立ち直ろうとしてスイスを訪れる。これが４度目で最後のスイ
ス旅行となる。スイスは1822年にファニーや家族と訪れた思い出の地であ
った。フェーリクスはシャフハウゼンで轟々たる音とともに流れ落ちるラ
イン瀑布をスケッチしていたとき、遠くに白い雪を戴いて輝くスイス・ア
ルプスの山並みを見て、突然スイスへ行こうと思い立ったという。我々は
26日に瀑布を訪れ、その圧倒的な迫力にただ驚き呆れるばかりで、思考力
を完全に奪われ、虚無の中にぽつんと取り残されるような感覚に襲われた。
瀑布と向き合い、アルプスの山並みを遥かに眺めたフェーリクスの胸中に
− 75 −
『第４回　メンデルスゾーンの足跡を辿る旅』に参加して
は、何が去来したのだろう。フェーリクスはこの旅行でも毎日のようにス
イスの風景を描いた。定宿としていたホテル・インターラーケンの庭には
大きなクルミの木があった。これは最初のスイス旅行のときからフェーリ
クスお気に入りのモチーフで、この時も描いている。（現在見ることので
きるクルミの木は、残念ながら後に植えられたものである。）
23日に我々はフェーリクスが生涯の最後に弾いたオルガンを聴くため
に、インターラーケン近郊のリンケンベルクの小さな教会を訪れた。姉の
死後、スイスの風景と向き合い、絵を描き、オルガンを弾くフェーリクス
はどんな思いを抱いていたのだろう。
スイス旅行から戻りやや気持ちを持ち直したフェーリクスは、ベルリン
の姉の部屋を見て、またしても深い悲しみに囚われてしまう。姉の机の上
には、死の前日に書かれ絶筆となった歌曲『山の喜び』の楽譜が載ってい
た。そこには山から地上や天上を見渡す喜びが弾むようなリズムで生き生
きと表現されていた。ファニーの心の中にもスイスの思い出が生きていた
のだ。ファニーの死のわずか半年後、フェーリクスは姉の後を追うように
亡くなっている。これほど二人の深いつながりを感じさせる話もないであ
ろう。
ところで、フェーリクスの曾孫であるトーマス・ヴァッハ氏は長く外交
官として働かれた方で、ご高齢となった今もメンデルスゾーンの存在を広
く宣伝するために熱心に活動を続けておられる。だが、息子さんの世代に
は先祖の事績に関心を示す者はなく、活動の継続に大きな危惧を抱いてお
られた。メンデルスゾーンゆかりの物件や資料の保存・管理のためにもか
なりの資金が必要であり、個人の努力だけではもはや立ち行かなくなって
いるとのことであった。マズーア偕子氏は、世界中から寄付を募り基金を
起ち上げるしかないだろう、と語っていた。今度も、偕子氏のご主人であ
り本基金名誉会長であるマエストロ・クルト・マズーアの呼び掛けが問題
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打開の決め手になりそうな予感がした。そんな矢先、2015年12月19日に
マエストロの訃報が飛び込んできた。ご高齢でここ数年は体調も万全では
ないとのことで覚悟はしていたものの、やはり残念でならない。永年ライ
プツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団の楽長カペルマイスターとして、そして1996年以降は
同楽団の終身名誉桂冠指揮者としてメンデルスゾーン復権のために最期ま
で絶大な貢献をされてこられたマエストロに、この場を借りて心から哀悼
の意を表したい。
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